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SUMMARY 
大学生活を送る上で多くの学生が所属するサークル。このサークルという組織は企業の

ように明確な目的をもった組織ではなく「場」という意味で存在する組織、つまりコミュ

ニティ組織である。このコミュニティ組織であるサークルがいかにして成り立っているか

を明らかにするのが本研究の目的である。 
 サークル内には 4 つのポジションが存在する。そのサークルに存在する 4 つのポジショ
ンは全体を把握し組織を動かす司会、場の空気を読んで盛り上げ役、クッション役、根回

し役をかってでる中堅芸人、主活動に精通し組織を個人ために利用するゲスト、自分が目

立つために組織を利用するアイドル＆若手芸人である。またこのポジションのバランスは

主活動を真面目に行うサークル、オールラウンド化したサークルといったサークルの特徴

を決める鍵となる。 
なぜポジションのバランスがサークルの特徴を決定する鍵になるか。それはバランスの

変化とは組織のルールを決定する権限を持つポジションの変化を意味するからである。ピ

ーター・スコット‐モーガン（1995）によるとルールには成文律と不文律というものが存
在する。今回重要になるのは不文律、俗にいう暗黙のルールである。この暗黙のルールこ

と不文律は人々の行動の拠り所となっているため、組織を支配していると言っても過言で

はないだろう。この組織を支配する不文律は組織の中で何が本当に起こっているのかを理

解するのに役立つので不文律を分析することは重要だとされている。 
 今回はこの分析を利用し分析対象である早稲田大学公認サークルの登歩の会のそれぞれ

のポジションにおける組織にとって望ましくない問題を明らかにした。また不文律の中に

は他のポジションと相容れないものも存在することが明らかにした。ここで疑問にあがる

のが組織にとって 4 つのポジションが並存することの是非である。結論からいうと組織の
ために 4つのポジションは並存した方がよい。4つのポジションがお互いに影響しあうこと
によって浮き彫りになった問題の抑制、組織の持続性と活性化に繋がっているからである。 
 つまり、コミュニティ組織が組織として機能する鍵は 4 つのポジションが並存すること
であるといえる。 
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Ⅰ.はじめに 
受験戦争を頑張って乗り越え晴れて大学生の仲間入り。学生という職業は 13年目に突入。
他の職業ならもうベテランの領域である。しかし今までの小中高時代と大学では大きな違

いがある。それは 1 年 3 組といったようなクラスがないということだ。似たようなものと
して語学のクラスがあるが、毎日会うというわけではない。つまり、大学で新しい友達を

作るには今までよりも能動的に動かなくてはならい。では友達を作る方法として何が一番

てっとり早いか。それ

はどこかの組織に属

することである。 
 早稲田大学学生部

2006年度第 26回学生
生活調査報告書によ

ると大学生活を充実

していると回答した

学生あげる理由の上

位3つは表1のように

1 位「専門知識・研究

を深める」、2 位「交

友関係を深める」、3

位「体育各部・サーク

ルの活動」となってい

る。回答が複数選択可

なので正確さには欠けるが、多くの人が体育各部・サークルに所属していることは

あろう。 

＜充実度の理由はどういうところにありますか？［複数選択可］＞

【学部】  

http://www.waseda.jp/student/research/2006/06503

（早稲田大学学生部 2006年度第 26回学生生活調査報告書
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Ⅱ.コミュニティ組織としてのサークル 
 体育各部とサークルは違った組織である。ではその違いはいったい何か。それは

的の違いである。サークルは体育各部と違って大会に出場し、よりよい記録を作る

ことを目的としない。もちろん、サークルの中には部と同じように大会に出場する

もあるが、サークル活動を行う第一の目的は「大学における居場所の確保」である

り、サークルとは明確な目的をもった組織というよりも「場」という意味で存在する

つまりコミュニティ組織といえる。登山サークル、テニスサークル、演劇サークルな

別れているが、結局それは登山やテニスを通じて、大学における仲間を作るといっ

の居場所確保の手段にすぎない。 
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1. サークル内に存在する 4つのポジション 

 どのサークルも目的は「大学における居場所の確保」と同じだが、だからといってサー

クルの特徴が同じ登山サークル同士、テニスサークル同士でも登山やテニスの練習を真面

目にやっているところもあれば、そうではなくオールラウンド化しているサークルもある。

なぜこういった違いがでてくるのだろうか。それはサークル内にあるポジションのバラン

スの差によって生まれるのである。 
サークル内のポジションを横軸に登山サークルなら登山活動といった主活動に力をいれ

ているのか、それとも飲み会といったサブ活動に力をいれているのかといった「個人がど

んな活動に力をいれているのか」、縦軸に活動を行う目的が組織のためなのか、それとも個

人のためなのかといった「個人の行う活動が何のためなのか」で分ける。すると図 1 のよ
うにそれぞれのポジションをバラエティー番組のポジションに例えると司会、中堅芸人、

ゲスト、アイドル＆若手芸人の 4つに分けることができる。 
この 4 つのポジションのバランスによってどんなサークルかが決まってくる。それは後
に説明するとしてまずはそれぞれのポジションについて説明する。 
                     組織人（一体） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆司会―組織を

 主活動を組織の

く人が多い。また

サークルでは幹事

受け入れ、とりま

 
 
笑っていい

色々なキャ

具体例 
 
 
 

 

  
図 1
主
活
動 

ゲスト アイドル 
若手芸人 

司会 中堅芸人 

サ
ブ
活
動

個人（利用）

動かす― 
ために行うポジション。全体を見渡すことができ組織全体を動かしてい

、組織のために自分の身を削ることをあまり苦に思わない傾向にあり、

職を多く排出するポジジョンである。また他のポジションの人をすべて

とめなくてはならないので、ときたま精神的に辛くなることがある。 

とも！のタモリ、ごきげんようの小堺一機会。 
ラが集まる中、うまく指揮をとり番組を作りあげていく。 
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◆ゲスト―合理主義を突き通す― 
 主活動を個人ために利用する、つまり、自分の経験や知識をより高いレベルのものにす

るために組織を利用するポジションである。このポジションは経験者や専門知識を身につ

けており、組織にとって重要な知識や知恵などを豊富に蓄えている貯蔵庫的な役割を担う。

本人たちは主活動を真面目に取り組むので自分は組織の中でメインキャラクターだと思っ

ているが、実はその知識や知恵を必要なときに必要なだけ利用されるといった扱われ方を

される。そのことに気がついていない本人たちは自分のレベルを周りの人にも求めるので、

周囲から疎まれることがある。 
 

 
愛のエプロンの服部先生。 
周りのことは考慮せず、自分の仕事を淡々とこなす。 

具体例 
 
 
 
 
◆中堅芸人―裏方に命をかける― 
 サブ活動を組織のために行うポジション。飲み会や主活動とは違ったイベントで力を発

揮する。主に場の盛り上げ役、人と人同士のクッション役（例えば幹事と他のサークルメ

ンバー）、根回し役を担う。裏方ではあるが組織とってはとても重要なポジションである。 

しかし本人は場を盛り上げようと気を回すので心からその場を楽しめないこともある。ま

たクッション役のときはあちらを立てればこちらが立たずといった微妙な関係に頭を悩ま

せることが多々ある。 
 

 
笑っていいとも！のさまぁ～ず、青木さやか。 
場の空気を読んで、その場にあった対応をとる。 

具体例 
 
 
 
 
◆アイドル、若手芸人―自分が楽しめれば OK― 
 サブ活動を個人のために行うポジション。ここに属している人は属しているサークルが

何をしているかはあまり関係なく、自分が楽しめるかどうかを重要視する。系統として、

俺を見ろ！といった目立ちたがりやさんが多い。組織としては、個人が目立つためにやっ

た行為が、時として場を盛り上げる行為に繋がるので、エンターテイナーとして存在して

欲しいポジションである。しかし自分のとった行動で場が盛り上がらない場合は「空気が

よめない奴だな」といったものすごく冷たい視線が周りから飛んでくる。 
 

 
笑っていいとも！の小倉優子。 
場の空気を一切読まず、自己アピールをする。 

具体例 
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2. ポジションのバランス 

ポジションの説明が終わったので、今度はバランスの説明をしようと思う。先にも述べ

たが真面目に主活動を行うサークル、オールラウンドなサークルといったサークルの特徴

は司会、中堅芸人、ゲスト、アイドル＆若手芸人という 4 つのバランスの差によって変化
する。 
 
◆左右のバランス 
 図 2 のように司会、ゲストのポジションにウェイトがおかれるとサブ活動は排除され、
主活動を真面目にやるサークルとなる。運動サークルであれば、しっかり練習して大会に

出場し成績をおさめるといった体育部に似たサークルになる。逆に、図 3 のように中堅芸
人、アイドル＆若手芸人のポジションにウェイトがおかれると主活動はないがしろにされ、

飲み会やもしくは別のイベントが多い、いわゆるオールランド化したサークルとなる。 
 組織人（一体） 組織人（一体） 

 
 
 
 
 
 
 
◆

 

に

う

ば

逆

サ

だ

 
 
 
 
 
 

 

主
活
動 

サ
ブ
活
動

個人（利用） 

中堅芸人 司会 

アイドル 

若手芸人 
ゲスト 

図 3 

上下のバランス 
図 4 のように司会、中堅芸人のポジショ
完全に染まった人々で形成された組織にな

ことが多い。また本人たちは自分たちの組

ものすごく楽しいかもしれないが、外から

に、図 5 のようにゲスト、アイドル＆若
ークルとは名ばかりで組織としてはまった

り、飲みにいったりするといった知り合い

主
活
動 

サ
ブ
活
動

図 4 

組織人（一体） 

個人（利用） 

ゲスト 
アイドル

若手芸人

中堅芸人 司会 
主
活
動 

サ
ブ
活
動

個人（利用） 

ゲスト 
アイドル

若手芸人

司会 中堅芸人

図 2 

ンにウェイトがおかれると個が薄れ、集団の色

る。みんなで情報を共有しみんなで行動を行

織は最高だと自負する傾向があり、中に入れ

みると若干気持ち悪い組織となる傾向がある。

手芸人にウェイトがおかれると、それはもはや

く機能しない。たまに少人数で集まって遊ん

になるきっかけの場となるだけである。 
組織人（一体） 
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司会 中堅芸人



Ⅲ.組織の不文律 
 ではなぜバランスによって組織が変化するのだろうか。それはバランスの変化に伴い権

力を握るポジションも変化するからである。権力を握るということは、組織のルールを決

定する権限があるということに繋がる。ピーター・スコット‐モーガン（1995）によると
ルールには成文律と不文律というものが存在する。「成文律とは、戦略、プロセス、経営資

源、組織に関わるもので公式に発表または文書化されているすべてのものが含まれる。」（ピ

ーター・スコット‐モーガン 1995 年 pp.235）また「不文律とは人々が行動の拠り所にす
る、表には表れないルールのことであり、それは成文律と経営者の言動から発生する自然

なルールである。」（ピーター・スコット‐モーガン 1995 年 pp.235）俗にいう暗黙のルー
ルのことだ。人々は新しい成文律ができると暗黙のルールに照らし合わせて行動を決定す

る。つまり、人々の行動の拠り所となっている、暗黙のルールこと不文律は組織を支配し

ていると言っても過言ではないだろう。 
 ピーター・スコット‐モーガン（1995）によると組織を支配している不文律は当然、組
織の中で何が本当に起こっているのかを理解するのに役立つとされている。これは問題が

発生したときに何が失敗要因なのかを探りあてるのはもちろんのこと、成功要因を探りあ

てるときにも有効な手段である。ゆえに不文律を分析することはとても重要なことなのだ。 
 

1. 不文律の分析方法 

ピーター・スコット‐モーガン（1995）によると対象者との面接により、その内容から
まずモチベーター、エネブイラー、トリガーの 3 つをあぶり出し、その後不文律をあぶり
だすとされる。 
モチベーターとは「何が人々の行動の動機になっているか。“御褒美”として考えている

ものは何なのか。また、何を避けたいと思っているのか、何を罰と考えているのか」（ピー

ター・スコット‐モーガン 1995年 pp.43）であり、エネブラーとは「人々が大事だと思っ
ているものをあたえる立場にある人は誰か」（ピーター・スコット‐モーガン 1995年 pp.44）
であり、トリガーとはモチベーター、エネブラーと密接なつながりを持ち、モチベーター

を獲得するための条件のことである。（ピーター・スコット‐モーガン 1995）つまり、「人々
にとって何が重要で、誰がそれを与え、どうすればそれが得られるのか」（ピーター・スコ

ット‐モーガン 1995年 pp.47）ということである。 
その 3 つの関係を表したのが図 6 である。不文律はそれぞれに発生する。今回は登歩の
会のケースを使って具体的に見ていく。 
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2. 

今回

な活動

いくつ

して、

自分だ

 

面接

 
◆自

 組織

り場に

ばいい

である

登歩

だった

めには

ない。

活動に

 また

輩はサ

っきり

 

図 6 
モチベーター 

（動機づけ役）

エネブラー トリガー 
 （動機の実現役） （動機現実の引き金役）

 
（著：ピーターピーター・スコット‐モーガン、会社の不文律より） 

分析対象 

は早稲田大学公認サークルである登歩の会に協力して頂いた。登歩の会は登山を主

としたアウトドアサークルであり、特徴として年功序列型の組織、また 100 名山を
制覇したといったような記録にはこだわらない。さらに、サークルの関わり方に関

自分の好きなように関わればいい、山に登ってなんぼ、飲み会を盛り上げてなんぼ、

け目立っていればいいという 4つの派閥が存在する。 

Ⅳ.分析結果 
の結果、それぞれの不文律、及びどんな問題が発生しているかが浮き彫りになった。 

分の好きなように関わればいい 
をうまく運営するために、山に登るもよし、他のイベントに参加するもよし、たま

来るだけでもよしなどサークルの関わり方を何か強制するのでなく、自分で決めれ

という派閥。サークルの内のポジションでいうと司会のポジションの人たちのこと

。面接の結果、図 7の関係にあることが明らかになった。 
の会の人も前述したように最も重要なモチベーターは「大学における居場所の確保」

。組織を動かすことを求められる司会のポジションの人たちが居場所を確保するた

全体を把握すること、また他の人にしっかり物が言えるようにしとかなくてはなら

そのため、不文律は「時間を作りだし常に顔を出す」と「登山や飲みなどすべての

精通する」となる。 
年功序列組織である登歩の会においてエネブラーは「先輩」である。ここでいう先

ークルに存在するすべての先輩のことである。この先輩により、後輩の居場所がは

したものかどうかが決まってくる。不文律は「過不足なく仲良くする」と「OB・OG
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と積極的に関る」となる。 
 そしてモチベーターである居場所を確保する条件であるトリガーは組織運営のためにサ

ークルの関わり方は自分で決めたらいいという派閥のため「組織運営」になる。組織運営

を円滑に行うことが求められるために、不文律は「情報を集める」、「問題が起きたら解決

させるために行動をとる」、「他のポジションの人たちに伝える情報を取捨選択する」とな

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（モチベーター）

（エネブラー） （トリガー）

居 場 所

 
組織運営 先輩 

・時間を作り出し常に顔を出す

・すべての活動に精通する

 
 

・情報を集める

・問題が起きたら解決させるために行動をとる

・他のポジションの人たちに伝える情報を

取捨選択する

・過不足なく仲良くする

・ ・ と積極的に関わる

図 7 

  
OB OG   
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『今サークルでどんなことが起きているかを把握しなきゃならないんで常に情報

が起こ

は集めるようにしています。集め方は色々ありますが、常に顔をだしているのが一

番てっとり早いです。人から聞いた情報だと少し脚色されてたりして誤解すること

もあるもんで。後、情報は現役だけじゃだめなんですよね。OB・OG との関りが
強いうちのサークルの場合、OB・OG の方から現在どんな風に思われているかも
分かってないといけないんで OB・OGの方が来たときは積極的に関わるようしな
いとだめです。（中略）そうそう、集めた情報は組織運営を積極的にやっている同

士では共有するようにしているんですが、他の人たちには取捨選択して伝えていま

す。全部伝えちゃうと運営がやりにくくなることがあるんでね。』（Ａ氏） 
『山に登ってこそ派と飲み会を盛り上げて派の人たちの衝突など何か問題

ったら、何が原因なのかを調べて問題をとっぱらうことをしないとだめなんです

よ。派閥の衝突の場合は溝が深くなる前に仲裁に入るようにしてます。』（Ｂ氏） 

生の声 

 
『他のポジションの人たちを納得させるために登山、飲みといったすべての活動に精

通するようにしないといけないですね。山に登ってなかったら山に登ることがすべて

だ！といっている人とは渡りあえないですから。自分が何でもできれば他の人たちの

領域のことに意見してもしっかり聞いてくれます。』（Ｃ氏） 

生の声 



 
 
 

 
 
 
浮き彫りになった問題はとしては情報を集める、他のポジションの人たちに伝える情報

を

のは問題だけではない。情報を集めることによってどこに

山に登ってなんぼ 
ントである山行2に参加しなければサークル属する意味がないとす

トよ

り

クルに属する意味がな

い

前提とされているので、

不

                                                 

取捨選択するといった、情報が一つの場所に集約化されていることにより、司会のポジ

ションの人たちが誤った判断を下すなど、司会のポジションの人たちに何か問題が発生し

た場合、組織が誤った方向へ進む可能性が高いことである。またOB・OGと積極的に関わ
ることによって得たOB・OG1という後ろ立てがあるので進路を大きく誤ったときは立て直

すのに苦労することとなる。 
 また今回、浮き彫りになった

問題が発生しているかを察知し、その問題を解決させるために行動をとるという不文律は

組織運営を上手く行うための要因といえる。この不文律があるおかげで他の 3 つのポジシ
ョンが並存できるのである。またすべての活動に精通するという不文律は他のポジション

の人に自分の意見を納得させるために必要なことであり、問題解決をスムーズにしている

要因といえる。 
 
◆

 登歩の会のメインイベ

る派閥。また天気図の勉強、救護の勉強など山に関する知識を自ら習得しようとしない人

は山に登る権利はないと考えている。サークルの内のポジションでいうとゲストのポジシ

ョンの人たちのことである。面接の結果、図 8の関係にあることが明らかになった。 
モチベーターは同様に「居場所の確保」である。そのために不文律は「他のイベン

山行により多くいくべし」と「山の知識を学ぶべし」となる。 
エネブラーも同様に「先輩」であり、山行に参加しなければサー

とする派閥の先輩のことを指す。不文律は山行に参加しなければサークルに属する意味

がないという派閥なので「飲めばよしとしている人になびかない」と「山行に来ない人、

山の知識を学ばない人を若干見下すような言動をとる」となる。 
トリガーは「山での行動」になる。山の知識をしっていることを

文律は「山でのマナーを破らない」と「山での仕事を率先しおこなう」になる。また山

に来る男子は前もってある程度鍛えて来るという前提もあるので「登山中、男は休憩をく

 
1 OB・OGは外にいるので内情を知るのは困難。知るといってもその多くは司会のポジションの
人から聞かされるので正しい判断をするのは難しい状況にある。 
2 5～9月にかけて行われ、少なくとも山中に一泊はする登山計画のこと。 
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ださいと言ってはならない」という不文律が存在する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い

を

初

ル

ン

 

図 8 

（モチベーター）

 

 

き彫りになった問題は、男は初心者であろうとなかろうと登山中に休憩をくださいと

 
 
 
浮

ってはならないことや山行に来ない人、山の知識を学ばない人を若干見下すような言動

とる人がいることで初心者が気軽に山行に参加できないという事実があることである。

心者が山行にあまり参加しないと次の年、つまり 1 年生が 2 年生になったときにサーク
の中堅芸人、アイドル＆若手芸人のポジションの人が多くなり、サークルがオールラウ

ド化する可能性がある。オールラウンド化することはその年の人がそれに満足している

（エネブラー） （トリガー） 

居場所

山での行動 先輩 

・ 山でのマナーを破らない 
いと言って

・ 率先しおこなう 

・ とする人になびかない 

・ 他のイ

 
・ 

ベントより 
山行により多くいく

山の知識を学ぶ 
 

 飲めばよし
・ 登山中、男は休憩をくださ

・ 山行に来ない人、山の知識を学ばな
はならない 
山での仕事を

い人を若干見下すような言動をとる

 
山行に来ない人なんてうちのサークルにいる意味がないですよね。』（Ｄ氏） 

い

、登山中に男が休憩くださいといっちゃいけ

ようとしない人は信じられないです。

生の声

『

『○○先輩のことはとっても尊敬しているんですが、山に一生懸命になってな

人を見下したりするのがちょっと嫌ですね。でも睨まれたくないんで○○先輩が

賛同を求めてきたら思わず賛同してしまうんですよね。自分でもよくないとは思

っているんですけど…。』（Ｅ氏） 
『山行にはいってみたいんですけど

ないっていうのがちょっとね。俺今まで特に何か運動していたわけじゃないから

体力に自信ないんですよ。まぁ、でも他のイベントに参加してるだけで楽しいか

ら俺的にはいいんですけどね。』（Ｆ氏） 
『自分の命を守る色々な知識を学ぼうとし

入ったばっかのときはいいですけど、山に何回か登るようになったら学ぶべきで

す。自分の命を自分で守る気がないなら山に登る資格がないですよ。守れといわ

れても守りきれないときもありますからね』（Ｇ氏）
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なら問題ない。問題になるのはオールラウンド化せず、しっかり主活動の山行を行うこと

である。そのとき 3 年生以外はほぼ初心者という危険なパーティーで登山を行うことにな
る。3年の数が多ければいいが少ない場合はその危険度はさらにあがることになる。 
 
◆飲み会を盛り上げてなんぼ 

が飲み会である。この飲み会においてたくさん飲

めにはオフィシャルな飲み会はもちろん

さん飲んだりして、場を盛り上げたりしていればサー

ク

て

 

                                                 

 登歩の会のサブ活動としてよくあるの

んだりして、場を盛り上げたりしていればサークルに属する意味は十分あるとする派閥。

サークルの内のポジションでいうと中堅芸人のポジションの人たちのことである。面接の

結果、図 9の関係にあることが明らかになった。 
 モチベーターはやはり「居場所の確保」。そのた

のこと個人飲みにも積極的に参加することが求められるので不文律は「飲み会と名のつく

ものの参加率をあげる」となる。 
エネブラーは飲み会においてたく

ルに属する意味は十分あるとする派閥の「先輩」である。そして不文律は飲み会におい

て自分が楽しむために「ポジショニング取りを考える」、「半分座ってから自分の席を決め

ろ」となる。またコールをかけて後輩を飲ませている先輩はたまには自分にもコールをか

けて欲しいと思っているので「タイミング良くコール3をかけ 3倍返し4をもらう」となる。 
トリガーは「飲み会での行動」である。飲み会を盛り上げるため、不文律は「無理をし

でも飲む」と「男はサワー、ソフトドリンクを飲んではいけない」となる。また山の宴

に関しても「山に男はビール 3 缶以上、女はサワーを 2 缶以上持ってくる」といった不文
律が存在する。 

（モチベーター）

（エネブラー） （トリガー） 
先輩 

居場所

飲み会での行動 

・ ポジショニング取りを考える 
・ 半分座ってから自分の席を決めろ 
・ タイミング良くコールをかけ 3倍返
しをもらう 

・ 山に男はビール 3缶以上、女はサワー
を 2缶以上持ってくる 

・ 男はサワー、ソフトドリンクを飲んで

はいけない 
・ 無理してでも飲む 

・ 飲み会と名のつくものの参加率

をあげる 

図 9 

 
3 一気飲みの掛け声。コールをかけられた人はのっぴきならない理由がない限り拒否できない。 
4 後輩が先輩に飲ませると発生する。公式は学年差×飲ませた杯数＝飲まなくてならない杯数。 
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を ん

は の近く

同

自

の

派 ブ活動に力を

い ン

の

場所の確保」である。居場所を確保するためには他の人に自

分を印象付けなければならないので、不文律は「イベントにはとにかく参加する」、「ラウ

ン

飲み会のときに飲ませが

つい先輩や山の知識についてとても詳しくまた他の人にも同じくらいの知識を要求する

                                               

 
 
 
浮き彫りになった問題は飲み会でポジショニング取りを考えたり、タイミング良くコー 
ル かけ 3 倍返しをもらわなければならなかったり、男はサワー、ソフトドリンクを飲

いけなかったり、無理してでも飲まなければならないことより、いつも同じ人で

に じ人が座り新しい交流が行われないことである。 
 
 
◆ 分だけ目立てばいい 
どんな活動においてもとにかく自分が目立っていれば何も問題はないという派閥。こ

の人は山行だとゲストのポジションのせいで目立つことが難しいのでサ閥

れる傾向にある。サークルの内のポジションでいうとアイドル＆若手芸人のポジショ

たちのことである。面接の結果、図 10の関係にあることが明らかになった。 
チベーターは同様に「居

人

モ

ジ5にはよく顔を出す」となる。 
 エネブラーも同様に「先輩」である。ここでいう先輩はサークルに存在するすべての先

輩を指す。不文律は「先輩をたてる」、「より多くの先輩の連絡先を得る」といった当たり

前なものの他、「癖のある先輩とは関わらない」、具体的にいうと

き

   
5 部室とは別のサークルの溜まり場。ここに行けば高い確率で誰かがいる。 

 
『飲み会では何よりもポジショニング取りが一番大事っすね。潰れるの嫌なんで

ぶっちゃけ○○先輩の近くに座りたくないんです。後、そういう人のそばに座る

とタイミングよくコールをかけて 3 倍返しをもらわないといけないの嫌です。だ
から 分のペースで飲ませてくれる先輩の近

『飲み会を楽しむためには誰の近くに座るかが大切ですね。○○先輩の近くは数

取団とかコールラッシュとかがあって楽し

『飲み会の時に自分の席を決める時の鉄則は半分以上が座ってから席を決めると

いうことですね。そうすれば安全 席を高

『飲み会で男がサワーとかソフトドリンクを飲んでるの見ると萎えますよね。特

に同期とかだとあいつ何やってるんだ思わ Ｊ氏） 
『山に持ってくるお酒の数までチェックされているのが厳しいですね。男はビー

ルを 3 缶以上、女子はサワーを 2 缶以上持ってくるようになんていったい誰が決
たんですかね

たいてい自

』（Ｋ氏） 

生の声 

くに座るようにしてます。』 

いです。』（Ｈ氏） 

い確立で確保できます。』（Ｉ氏） な

ず睨んでしまいます。』（

め
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ような先輩とはつきあわないとなる。 
 トリガーは「日々の行動」である。この日々の行動で先輩たちに面白いやつなど名前を

記憶してもらうために、不文律は「とにかく目立つ」、「トラバース6に名前が載るような行

動をとる」となる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
6

間

 

 

 

 

                                                
 活動記録。イベントに参加した人の中で広報に指名された人が書く。指名されるのはだいぶ時
がたってからなので、書く人の記憶力により内容の良し悪しが決まる。 

（モチベーター）

（エネブラー） （トリガー） 

居 場 所

日々の行動 先輩 

・イベントにはとにかく参加する 
・ ラウンジによく顔を出す 
 

・目立つ 
・トラバースに名前が載るような行動をとる 

・ 先輩をたてる 
・ より多くの先輩の連絡先を得る 
・ 癖のある先輩とは関わらない 

 
『コ 人ややたら山の知識を問う人とは付 ようにしてます

ね。その人達はその人達で面白いんですけど、下につくとそのグループの考えに従

った行動をとらなきゃいけないですからね。  
『 っ

とが大事です。 居ても皆の記憶に

残るようなことしないといないのと似たようなものですよ。』（Ｌ氏） 
『トラバースに名前が多く載ったもん勝ちっすよね。それで自分の面白さとか腕が

あるかないか決まるんで、何かイベントがあるたびにどんなことしたら名前が載る

か考えてるんすよ。前のトラバースか読んだり先輩に話きいたりね。』（Ｍ氏） 
『自分の存在をアピールするためにはイベントに参加した数ですよね』（Ｎ氏） 

生の声 

図 10 

ールをかける き合わない

』（Ｆ氏）

自分の居場所を確保するためにはや ぱり行事やラウンジにはよく顔をだすこ

後はそこでどんだけ目立てるかにかかってます。
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し たり、登山中に下り坂を走っておりてみたりといった危険な行動をとる人

で

助

が に繋がるのでありがたい。し

し

対

また癖のある先輩とは関わらないということも

る

で

Ⅴ.考察 
 

在機能、潜在逆機能の 4つで
整

1. 4つのポジションの機能と浮き彫りになった問題の抑制 

浮き彫りになった問題は目立つためやトラバースに名前が載るために飲み会で一気飲み

を て倒れてみ

が てくることである。つまり、サークルにおいてアイドル＆若手芸人のポジションの人

長することになる。安全に面白いことをして目立つならば、組織としては、たとえ個

目立つためにやった行為だとしても場を盛り上げる行為

を

人

か 、危険な行動をとるのは個人の命にも関わり、さらに組織としてもとった行動に対し

処をしなければならないので迷惑以外の何物でもない。 
危険な行動をとることに繋がる。癖のあ

て

る先輩とはお酒の飲み方や山における知識といった危険を回避する方法をたくさん知って

人のことであり、その人々を付き合わないということは、その知識を伝授されないた

ある。 
い

め

今までみてきた限りではそれぞれのポジションに組織にとって望ましくない問題がある

ことが分かった。不文律同士を見てもお互い相容れないものが存在する。では組織にとっ

てそれぞれのポジションは並存しない方がよいのだろうか、それとも並存していた方がよ

いことがあるのだろうか。ここではこのことに焦点を当てて考えていく。 
 結論からいう組織のために 4 つのポジションは並存していた方がよい。理由は 4 つのポ
ジションの並存が浮き彫りになった問題の抑制、組織の活性化と持続性に大きく関わるか

らである。4つポジションの機能を顕在機能、顕在逆機能、潜
理しながら浮き彫りになった問題の抑制を説明し、その後、組織の活性化と持続性につ

いて説明をしていく。 

司会 
顕在機能  組織運営の舞台役者

顕在逆機能 組織を誤った方向へ導く 
潜在機能 中堅芸人に役割を与える 
潜在逆機能 傷の舐めあいになる 

全体を把握し組織運営を主として行う機能を果たす。全体を把握するため組織の情報が

 

集約される場所。情報が集まるので何か問題が起こったときは、すぐにその問題を解決す

るべく行動を起こす。問題の多くは考え方の違う派閥同士の衝突であり、その仲裁役をか

ってでる。しかし情報が一つの場所に集約化しているため、組織を運営することに疲れて

しまったといったようなこのポジション自体に何か問題が発生した場合、組織を誤った方

向へ導く可能性がある。
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これを未然に防いでいてくれるのが中堅芸人のクッション役である。彼（彼女）らは司

会の ことによって司会の悩みやストレスを解消してくれている。しかし相談を聞く 、相談

を受けることにより司会と中堅芸人の距離があまりにも近くなりすぎるとただ的確なアド

バイスをする かは、ただ傷をな 修正が行われない結果

となる。こ 外のポジショ とアイドル＆若手芸

人の 3 つのポジションが結託して司会のポジションの人に意義を唱えることによって抑制
している。い を後ろ立てにとったところで現役の他のポジション全部から意

義

が発言すると、本来、組織のために発言するポジションの人が

言

というより めあうだけになり、軌道

の場合は司会以 ン、つまりゲスト、中堅芸人

くら OB・OG
を唱えられたら強行することはできない。意義が唱えられ話し合いがなされることによ

り司会には誤った判断だと認識させ進路を修正させることができる。また他のポジション

の人たちには司会のポジションがどんな問題に陥っているかを認識させることができ無理

難題な発言などを自粛せることにより司会のポジションの負担を軽減することができる。

この話合いのとき、普段は組織運営のことはまったく気にしていないゲストやアイドル＆

若手芸人のポジションの人

うより効果がある。 
 

ゲスト 
顕在機能 主活動についての歩く辞書 
顕在逆機能 山行の初心者参加率を下げる 
潜在機能 アイドル＆若手芸人に役割を与える 
潜在逆機能 軽い気持ちで山行に参加する人の増加を招く 

主活動についての豊富な知識や知恵を提供してくれる機能を果たす。また山行を行うと

きにはその豊富な知識や知恵を駆使し他のメンバーを引っ張ってくれている。本人たちは

主活動を真面目に取り組んでいるため自分たちのことを組織のメインキャラクターだと勘

違いし当然のごとく周りにも自分たちと同じようなレベルを求める。それにより山行に初

心者が参加しにくい環境を生み出し、参加率の低下を招いている。 
これを抑制してくれているのがアイドル＆若手芸人のポジションの人である。彼（彼女）

らが場を盛り上げてくれることによって登山のイメージを辛いものから楽しいというイメ

ージに変化させてくれているのである。また普段、登山のとの字も感じさせないアイドル

＆若手芸人のポジションの人が参加するこ こんな人でも参加するなら自分も大丈夫

か」と山行参 ルを下げてく ードルを下げすぎる

と軽い気持 する人を ーの負担を増やす

結果となる。

 

とは、「

加のハード れている。しかしあまりにもハ

ちで山行に参加 増加させ、経験者である他のメンバ

 

中堅芸人 
顕在機能 組織運営の裏方 
顕在逆機能 新しい交流を妨げる 
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潜在機能 司会＆中堅芸人に役割を与える 
潜在逆機能 飲み会を盛り下げる 

場の空気を読み、盛り上げ役、人と人同士のクッション役、根回し役を担い組織運営を

助ける機能を果たす。彼（彼女）らがクッション役や根回し役として動いてくれることに

よって本来なら起こりえた問題を未然に防いでくれている。盛り上げ役を担っている人は

いつも飲み会を盛り上げようとコールなどをかけてくれている。だが、それが裏目にでて、

いつも同じ人の近くに同じ人が座わることを助長させ新しい交流の妨げとなっている。 
これを抑制してくれているのが司会と中堅芸人のクッション役である。司会のポジショ

ンの人が飲み会開始からある程度たったら席替えを指示するか、または中堅芸人のクッシ

ョン役の人が、普段、交流があまり行われていない同士を呼び出して一緒に座り、自分を

介して新たな交流を生むのである。しか ーはこの事実に満足している部分があ

るのでタイミングや組み合わせを間違えると飲み会自体を盛り下げる結果となる。 
 

ア

し、メンバ

イドル＆若手芸人 
顕在機能 活動盛り上げ隊 
顕在逆機能 危険を招く 
潜在機能 司会に役割を与える 
潜在逆機能 司会のやる気をそぐ 

個人が目立つためにやった行為が、結果として場を盛り上げる機能を果たす。また個人

が目立つためにやっている行為は組織のために行っている中堅芸人とはチャレンジ度が違

う

する行

はゲストのポジションの人が、飲みに関する行動は中堅芸人が、注意または指導するこ

ともある。しかし注意や指導の仕 、いざこざに発展し、司会のポ

ジションの人 ることが多々ある。 重なると司会のポジショ

ンの人のやる気をそぐ結果となる。 

2. 4つのポジションと組織の活性化

おかげで主活動である山行をより充実し

ため上手くいけば爆発的にその場を盛り上げる結果となるが、逆に危険な行動へとつな

がることも多い。しかし彼（彼女）らが活動を盛り上げてくれるおかげで他サークルメン

バーの活動参加率を上げることができている。 
この危険な行動を抑制するのは司会のポジションの人たちである。彼（彼女）らが注意

または指導することにより、再び同じことが起きないようにしている。また山に関

動

方があまりにも厳しすぎ

が仲裁に入 このようなことが度

 

個々のポジションが他のポジションに役割を与えることによって活動を活発なものにし

ている。ゲストのポジションには役割が与えられていないが、これは「サークル内の 4 つ
のポジション」のところで述べた通りゲストは合理主義であり、山に関すること以外には

積極的に関わろうとしないためである。しかしゲストのポジションが活性化に貢献してい

ないというわけではない。ゲストのポジションの
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た

3.  4つのポジションと組織の持続性 

げで全体がまとまり組織として活動ができている。

ゲストのポ 化することなく登山サークルとしての

性を主張で ことは新たな人材が入ってこず、組織

が

4. まとめ 

が欠如した

り、組織のために 4 つのポジションの
はなく他のサークルにもいえるかもし

れ

        

参考文献

モーガン（1995）「会社の不文律～ホンネわからなければ、何も変えられ

 

ものにできているのである。また、アイドル＆若手芸人のポジションのおかげで主にサ

ブ活動をより充実させたものにできる。コンテンツそのものが充実しているので活動に参

加する人が増え、それにより活動をより活発なものとすることができている。 

司会と中堅芸人のポジションのおか

また ジションのおかげでオールラウンド

正当 きる。さらに多種多様な人材がいる

消滅することを防いでくれている。つまり、新たな人材確保がとても容易になるのであ

る。ここでいう新たな人材というのは毎年 4 月に入ってくる新入生のことを指す。類は友
を呼ぶということわざがあるように人は自分と同じような人の傍にいると落ち着く。それ

ゆえに多種多様な人材がいればいるほど新入生確保は容易になるのである。 

前述してきた通り、登歩の会はポジション同士がお互いに影響しあうことによって成り

立っている組織といえる。もっといってしまえば、どこか一つでもポジション

場合、組織として上手く機能しないといえる。つま

並存は必要なのである。このことは登歩の会だけで

ない。またサークル以外にも TV番組といった明確な目的をもった組織というよりも「場」
という意味で存在するコミュニティ組織のすべてに当てはまると考えられる。 
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オバタカズユキ、石原壮一郎（2002）「大学図鑑！2002」 
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ポジション適正テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

組織を運営す

ることに興味

がある 

   Yes 
      No 

ト 

組織に属して

いるのは主活

動により知識

や技術を収得
20

するためだ 

飲み会やイベ

ントの幹事を

やることが多

い

飲み会やイベ

ントで周りの

人が楽しんで

いるか気にな
る 

他のことより

自分の欲求を

優先してしま

いがちである
属している組

織の主活動で

はない部分で

力を発揮する
スター
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